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台
湾
佛
教
を
支
え
る
信
仰
者
た
ち

│
台
湾
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
来
日
│

石

　原

　顕

　正

　二
〇
一
一
年
三
月
十
一
日
。

　東
日
本
大
震
災
の
発
生
は
日
本
に
と
っ
て
予
期
せ
ぬ
事
態
で
し
た
。

　午
後
二
時
四
十
六
分

　大
き
な
揺
れ
を
感
じ
、
こ
の
地
震
に
よ
る
、
大
津
波
に
よ
り
、
被
害
は
東
北
沿
岸
部
に
及
び
大
惨
事
と
な
り
ま

し
た
。

　私
の
寺
で
は
、
該
当
地
域
の
日
蓮
宗
寺
院
へ
の
安
否
確
認
を
実
施
す
る
た
め
、
情
報
収
集
を
開
始
し
ま
し
た
。
現
地
の
状
況
の
把
握
は

困
難
を
極
め
、
次
第
に
被
害
が
拡
大
し
て
い
っ
た
。

　首
都
圏
も
、
ほ
ぼ
全
面
的
に
交
通
機
関
が
止
ま
り
、「
帰
宅
困
難
者
」
が
あ
ふ
れ
大
混
乱
と
な
っ
た
。

　十
三
日

　ふ
い
に
、
一
通
の
電
話
。

　相
手
は
、
二
十
年
来
の
友
人
で
あ
る
中
国
人
二
胡
奏
者
「
程
農
化
」
と
「
二
胡
と
声
明
」
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
を
し
て
い
た
、
東
京
池

袋
・
文
扇
堂
店
主

　長
瀬
澄
子
氏
か
ら
で
し
た
。

　「
台
湾
か
ら
来
日
し
た
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
三
十
五
名
が
被
災
地
へ
向
か
う
こ
と
が
出
来
ず
、
都
内
で
足
止
め
状
態
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で

す
」
と
日
台
交
流
協
会
渉
外
担
当
顧
問
の
小
笠
原
弘
晃
氏
を
紹
介
さ
れ
受
入
れ
を
依
頼
さ
れ
た
。
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　日
本
側
の
派
遣
要
請
を
待
た
ず
に
台
湾
か
ら
成
田
に
到
着
し
た
、
台
湾
Ｎ
Ｇ
Ｏ
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
三
十
五
名
が
、
大
型
バ
ス
二
台
で
緊
急

避
難
的
に
台
湾
東
京
佛
光
山
寺
に
留
ま
っ
て
い
る
』
と
の
内
容
だ
っ
た
。

　「
一
刻
も
早
く
現
地
に
向
か
い
救
助
活
動
を
行
い
た
い
。
な
ん
と
か
受
け
入
れ
て
欲
し
い
」

　「
公
的
機
関
は
じ
め
、
政
治
的
に
も
八
方
手
を
つ
く
し
た
が
受
入
れ
が
あ
り
ま
せ
ん
」
と
の
依
頼
。

　私
は
「
人
道
支
援
で
す
ね
」
と
確
認
し
て
、
受
入
れ
を
承
諾
し
ま
し
た
。

　十
三
日
一
報
が
入
り

　十
四
日

　終
日

　

　ど
こ
に
、
ど
う
や
っ
て
問
い
合
わ
せ
、
ど
ん
な
書
類
の
申
請
を
す
れ
ば
い
い
の
か
。

　現
地
と
の
情
報
が
途
絶
し
「
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
い
」
状
況
の
中
で
、
い
っ
た
い
ど
こ
に
向
え
ば
い
い
の
か
。

報
道
で
は
、
現
地
で
は
燃
料
等
が
大
変
不
足
し
て
い
る
と
の
情
報
も
あ
り
、
バ
ス
の
燃
料
や
現
場
拠
点
は
ど
こ
に
す
る
の
か
。
な
ど
、
す

べ
て
自
ら
の
判
断
に
託
さ
れ
た
。

　こ
う
し
て
、
被
災
地
へ
の
通
行
許
可
書
を
持
参
し
、
大
勢
の
法
師
さ
ん
や
信
者
さ
ん
達
に
迎
え
ら
れ
、
東
京
佛
光
山
寺
に
到
着
し
た
。

以
前
に
も
、
本
栖
寺
に
お
い
て
多
く
の
法
師
さ
ん
が
女
性
出
家
者
で
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
た
が
、
台
湾
佛
教
を
支
え
る
女
性
の
数
の

多
さ
に
改
め
て
驚
い
た
。

　さ
ら
に
台
湾
か
ら
の
大
量
の
支
援
物
資
が
到
着
。（
10
ｔ
コ
ン
テ
ナ
）
受
け
入
れ
、
被
災
地
へ
の
手
配
、
配
送
等
に
あ
た
る
。
こ
の
大

量
の
救
援
物
資
は
台
湾
国
内
の
仏
教
寺
院
を
中
心
に
出
家
者
、
信
者
、
市
民
の
「
慈
善
」
の
行
動
で
あ
り
、
日
本
に
向
け
た
輸
送
シ
ス
テ

ム
の
迅
速
さ
を
目
の
当
た
り
に
す
る
。

06　石原.indd   40 2017/04/07   16:25



41 台湾佛教を支える信仰者たち（石原）

　国
境
や
組
織
を
越
え
た
連
携
の
必
要
性
が
高
ま
る
中
、
海
外
か
ら
の
支
援
を
受
入
れ
「
調
整
」
現
場
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
、
被
災
地
に

「
つ
な
ぐ
」
こ
と
が
出
来
る
か
が
鍵
と
な
っ
た
。

　そ
の
後
、Earth

の
「
調
整
」
に
よ
り
東
北
へ
の
炊
き
出
し
支
援
を
始
め
、
地
元
高
校
へ
の
奨
学
金
の
提
供
や
台
湾
南
華
大
学
へ
の
無

償
留
学
を
実
現
し
た
。

　こ
の
佛
光
山
寺
は
台
湾
最
大
の
佛
教
寺
院
と
し
て
最
も
早
く
に
創
立
し
、
分
院
、
信
徒
組
織
、
事
業
団
体
も
最
大
規
模
で
あ
る
。
今
回

共
に
、
東
北
の
支
援
を
す
る
中
で
、
法
師
さ
ん
を
先
頭
に
多
く
の
信
者
さ
ん
た
ち
の
「
慈
善
」
の
行
為
を
目
の
当
た
り
に
し
た
。

　信
徒
組
織
、
国
際
佛
光
会
は
、
全
世
界
の
会
員
数
約
六
百
万
人
と
い
わ
れ
二
〇
〇
三
年
国
連
の
正
式
な
要
請
に
よ
り
国
連
経
済
社
会
理

事
会
の
非
政
府
組
織
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
会
員
と
な
る
。

　佛
光
山
の
星
雲
大
師
は
単
身
、
台
湾
に
渡
り
、
貧
困
青
年
学
僧
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
台
湾
佛
教
最
大
の
道
場
の
開
祖
と
な
っ

た
。　大

師
は
布
教
す
る
際
、
以
前
と
異
な
る
様
々
な
方
法
を
採
用
し
た
。

　例
え
ば
、
佛
教
歌
の
制
作
、
合
唱
団
を
組
織
す
る
、
佛
教
講
座
を
開
設
す
る
な
ど
、
迅
速
か
つ
容
易
に
人
々
に
佛
教
の
最
も
基
礎
的
な

教
義
を
理
解
さ
せ
た
。
さ
ら
に
組
織
の
維
持
の
た
め
、
佛
光
山
の
出
家
者
に
威
儀
を
厳
し
く
求
め
、
佛
光
会
を
創
設
し
、
信
徒
の
忠
誠
度

と
参
与
度
を
高
め
、
佛
光
山
が
安
定
的
に
発
展
し
て
い
く
重
要
な
基
礎
を
つ
く
っ
た
。
信
徒
組
織
の
基
礎
が
で
き
た
後
は
、
自
然
に
社
会

の
指
導
者
層
に
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
多
く
の
政
治
家
、
芸
能
人
な
ど
が
大
師
の
信
者
と
な
っ
た
。

　こ
の
よ
う
な
相
互
補
完
の
効
果
の
下
に
、
佛
光
山
は
急
速
な
発
展
を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
、
今
に
至
る
ま
で
な
お
、
台
湾
最
大
の
佛
教

道
場
と
な
っ
て
い
る
。
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　佛
光
山
は
、
特
に
信
徒
育
成
や
慈
善
事
業
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
信
徒
は
、
慈
愛
の
精
神
で
他
の
人
々
を
助
け
、
功
徳
を
積
む
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
。

　日
本
国
内
の
佛
光
山
寺
に
お
い
て
も
、
多
く
の
信
徒
が
日
々
寺
に
参
り
、
自
分
の
出
来
る
事
で
、
無
財
の
布
施
を
行
な
っ
て
い
る
。

　「
車
を
洗
う
人
、
ト
イ
レ
の
掃
除
を
す
る
人
、
厨
房
で
料
理
を
す
る
人
」
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
味
を
活
か
し
て
無
償
の
行
為
が
お

布
施
と
な
る
こ
と
を
実
践
し
て
い
る
。

　あ
る
信
者
さ
ん
に
よ
る
と
、「
佛
光
山
も
当
初
は
大
変
な
時
期
が
あ
り
、
そ
ん
な
時
一
生
懸
命
に
頑
張
っ
て
い
る
法
師
さ
ん
た
ち
を
見

て
、
法
師
さ
ん
が
か
わ
い
そ
う
何
と
か
助
け
て
あ
げ
よ
う
」
と
、
慈
悲
心
を
導
き
だ
す
大
き
な
要
因
と
な
っ
た
。

　一
九
八
〇
年
代
は
、
ち
ょ
う
ど
台
湾
社
会
は
、
経
済
の
発
展
隆
盛
の
時
期
に
あ
た
り
、
知
識
教
育
も
す
で
に
一
定
の
水
準
に
達
し
、
社

会
の
一
般
大
衆
が
経
済
的
基
礎
を
得
た
の
ち
、
心
の
安
寧
、
拠
り
ど
こ
ろ
を
求
め
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
宗
教
信
仰
活
動
に
参
加
す
る
能

力
を
有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
道
場
の
発
展
は
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
メ
デ
ィ
ア
や
、
科
学
技
術
を
駆
使
し
、
文
化
の
力
を
採
用
し

て
、
布
教
の
手
段
と
し
て
い
る
。

　現
代
台
湾
の
社
会
構
造
や
観
念
の
変
遷
を
反
映
し
て
お
り
、
人
々
に
、
よ
り
広
汎
な
影
響
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　さ
ら
に
一
九
八
〇
年
代
、
台
湾
の
女
性
出
家
者
に
重
要
な
変
化
が
生
じ
た
。
そ
れ
は
高
学
歴
の
「
女
性
出
家
者
」
が
出
現
し
た
の
で
あ

る
。
日
本
を
始
め
世
界
各
国
へ
留
学
し
、
台
湾
佛
教
の
伝
播
と
共
に
国
際
的
舞
台
で
の
活
動
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。

　そ
の
要
因
と
し
て
、
佛
教
は
、
彼
女
た
ち
に
生
活
の
意
義
と
事
業
の
機
会
を
提
供
し
、
ま
た
社
会
的
地
位
を
保
証
し
た
。
こ
れ
ま
で
、

高
学
歴
だ
が
、
事
業
面
に
お
け
る
発
展
が
制
限
さ
れ
た
女
性
た
ち
を
、
自
然
と
ひ
き
つ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　そ
れ
か
ら
の
出
家
女
性
は
、
男
尊
女
卑
の
性
差
別
に
よ
る
制
限
を
越
え
、
一
般
女
性
よ
り
も
多
く
の
発
言
権
と
主
導
権
を
得
る
こ
と
が
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で
き
た
。

　比
丘
尼
と
し
て
の
生
活
は
お
そ
ら
く
、
台
湾
父
系
社
会
に
お
い
て
、
独
身
女
性
に
と
っ
て
最
も
有
利
な
一
種
の
社
会
空
間
と
い
え
る
で

あ
ろ
う
。

　世
界
的
に
見
る
と
、
台
湾
佛
教
は
、
女
性
出
家
者
の
数
が
著
し
く
多
く
、
な
お
か
つ
尼
僧
の
資
質
が
高
く
、
活
動
力
が
あ
る
こ
と
で
有

名
で
あ
る
。

　こ
の
よ
う
に
、
比
丘
を
は
る
か
に
凌
ぐ
人
数
の
比
丘
尼
が
存
在
す
る
と
い
う
の
は
、
お
そ
ら
く
漢
伝
佛
教
史
上
空
前
の
現
象
で
あ
ろ
う
。

　こ
れ
ら
比
丘
尼
の
リ
ー
ダ
ー
的
特
質
は
出
家
女
性
の
台
湾
佛
教
界
に
お
け
る
地
位
が
日
増
し
に
高
ま
り
、
佛
教
を
発
展
さ
せ
人
々
を
ひ

き
付
け
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

　台
湾
で
は
、
急
速
な
経
済
発
展
や
伝
統
的
な
思
想
「
人
間
佛
教
」
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
社
会
の
人
々
の
中
に
「
社
会
参
加
佛
教
」
と

し
て
の
実
践
が
深
く
浸
透
し
て
い
る
。

　そ
の
背
景
に
は
、
一
例
と
し
て
「
企
業
、
一
般
家
庭
に
お
い
て
も
、
利
益
を
得
た
場
合
に
は
、
社
会
に
還
元
す
る
」
と
い
う
台
湾
古
来

の
救
済
の
理
念
が
あ
り
、
今
回
の
東
日
本
へ
の
支
援
に
つ
な
が
っ
た
の
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　台
湾
佛
教
で
は
、
災
害
時
に
仏
教
団
体
が
国
家
に
先
駆
け
、
公
共
性
を
有
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
が
一
般
的
な

こ
と
と
言
わ
れ
て
い
る
。
生
者
に
対
し
て
慈
し
み
を
持
つ
よ
う
に
教
育
す
る
こ
と
に
、
佛
教
の
精
神
が
入
り
込
み
影
響
を
与
え
て
い
る
。

平
時
に
お
い
て
も
、
台
湾
の
出
家
者
、
信
徒
た
ち
は
、
国
際
的
視
野
で
の
救
済
事
業
が
広
く
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　宗
教
団
体
に
よ
る
と
、
こ
う
し
た
支
援
活
動
は
、
自
ら
の
信
徒
関
係
者
の
み
な
ら
ず
、
一
般
社
会
の
人
々
か
ら
も
支
持
さ
れ
、
多
く
の

人
々
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
、
義
援
金
、
救
援
物
資
が
佛
教
寺
院
の
下
に
結
集
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
災
害
支
援
を
実
施
す
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る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
。

　一
方
、
日
本
仏
教
の
現
状
は
、
長
い
間
「
檀
家
制
度
」
に
経
済
的
基
盤
を
依
存
し
、
主
と
し
て
「
死
者
」
へ
の
慰
霊
、
葬
儀
な
ど
法
要

儀
式
を
中
心
と
し
て
守
り
続
け
ら
れ
て
き
た
寺
院
に
と
っ
て
は
、
社
会
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
る
、
急
激
な
変
化
、
社
会
構
造
の
変
化
は
、

制
度
の
疲
弊
を
加
速
し
、
少
子
化
や
若
い
世
代
の
宗
教
離
れ
な
ど
深
刻
な
事
態
が
生
じ
て
い
る
。

　本
来
、
宗
教
者
は
「
救
済
の
理
念
」
に
基
づ
き
、
当
事
者
に
寄
り
添
う
こ
と
の
出
来
る
立
場
に
有
り
、
そ
の
慈
悲
心
の
実
践
へ
の
手
立

て
や
知
識
を
当
然
持
ち
合
わ
せ
、
慈
善
事
業
を
展
開
す
る
事
に
繋
が
る
は
ず
で
あ
る
。

　し
か
し
な
が
ら
、
日
常
日
本
人
の
宗
教
に
対
す
る
考
え
方
が
「
慈
善
」
に
繋
が
ら
な
い
原
因
は
一
体
な
ん
で
あ
ろ
う
か
？

　こ
れ
は
、
日
本
の
仏
教
に
対
す
る
社
会
の
人
々
の
長
い
慣
習
の
影
響
な
の
か
。

　佛
教
信
仰
者
と
し
て
今
後
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

　先
週
の
日
曜
日
十
七
日
に
、
台
湾
で
の
総
統
選
挙
が
実
施
さ
れ
た
。

　事
前
の
予
想
通
り
、
民
進
党
の
女
性
候
補
で
あ
る
蔡
英
文
氏
が
当
選
し
た
。

　こ
の
背
景
に
は
、
多
く
の
女
性
の
支
持
を
受
け
、
さ
ら
に
は
、
若
い
世
代
の
支
持
層
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
結
果
で
あ
ろ
う
。

　こ
の
社
会
の
流
れ
に
よ
り
、
今
後
、
よ
り
高
度
な
知
識
に
よ
っ
て
、
女
性
の
進
出
に
も
大
き
な
影
響
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　日
本
仏
教
も
こ
れ
を
契
機
に
共
に
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。
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